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の
た
め
、
単
に
森
林
を
保
全
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
ご
と
の
社
会
・
経
済
的
背
景
を
十
分
に
踏
ま

え
た
上
で
、
持
続
可
能
な
森
林
管
理
と
そ
の
適
切

な
利
用
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

2
Topics

熱
帯
林
を
守
り
、
活
か
す

―
I
T
T
O
を
通
じ
た
日
本
の
国
際
協
力
―

は
じ
め
に
：

熱
帯
林
を
巡
る
国
際
的
課
題

熱
帯
林
は
、
世
界
の
森
林
面
積
の
最
大（
45
％
）

を
占
め
、
気
候
変
動
の
緩
和
に
寄
与
す
る
重
要
な

炭
素
吸
収
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
生
物
多

様
性
を
支
え
る
貴
重
な
存
在
で
す
。

し
か
し
、
南
米
や
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
、
農

地
等
へ
の
転
用
や
土
地
開
発
に
よ
り
、
熱
帯
林

の
減
少
と
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
国
連
食
糧

農
業
機
関
（
F
A
O
）
の
「
世
界
森
林
資
源
評
価

2
0
2
5
」
に
よ
る
と
、
2
0
0
0
年
以
降
、

森
林
の
減
少
速
度
は
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、

1
9
9
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
の
世
界
の
森
林

減
少
の
約
88
％
は
熱
帯
地
域
で
起
き
て
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景

に
、
2
0
2
5
年
11
月
に
熱
帯
林
を
有
す
る
ア

マ
ゾ
ン
川
の
玄
関
口
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ

レ
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

30
回
締
約
国
会
議（
C
O
P
30
）に
お
い
て
も
、
森

林
減
少
及
び
森
林
劣
化
を
停
止
・
好
転
さ
せ
る
取

組
が
気
候
変
動
対
策
の
重
要
課
題
と
し
て
議
論
さ

れ
る
な
ど
国
際
社
会
に
お
い
て
森
林
や
熱
帯
林
へ

の
関
心
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熱
帯
林
は
木
材
や
食
料
な
ど
の
供
給
を

通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
計
や
文
化
を

支
え
る
社
会
・
経
済
的
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

国
際
熱
帯
木
材
機
関（
I
T
T
O
）

に
つ
い
て

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
際
熱
帯

木
材
機
関（
I
T
T
O
）は
、
熱
帯
林
の
持
続
可
能

な
森
林
管
理
と
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の
推
進
を

目
的
に
、
熱
帯
木
材
の
生
産
国
・
消
費
国
を
含
む

75
か
国
と
E
U
が
参
加
す
る
国
際
機
関
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
I
T
T
O
が
設
立
さ
れ
た
当
初
か
ら

ホ
ス
ト
国
と
し
て
同
機
関
を
支
え
、
I
T
T
O
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
へ
の
積
極
的
な
資
金
支
援
を
通

じ
て
、
熱
帯
林
を
巡
る
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。

林
野
庁
が
支
援
す
る
I
T
T
O

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
年
、
日
本
は
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
進
め
て

き
た
木
材
利
用
を
広
げ
る
取
組
の
経
験
を
活
か

し
、
熱
帯
林
を
守
り
な
が
ら
木
材
を
上
手
に
使
う

こ
と
を
目
標
と
し
た
、「
持
続
可
能
な
木
材
利
用

（Sustainable W
ood U

se

：
S
W
U
）」と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ア
ジ
ア
の
国
々
で
推
進
し
て

い
ま
す
。
S
W
U
は
、
森
林
を
保
全
す
る
だ
け
で

な
く
、
持
続
可
能
な
形
で
収
穫
さ
れ
た
木
材
を
使

う
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
そ
し
て
炭
素

を
長
期
的
に
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
る
素
材
で
あ

気候帯
森林減少（百万ha／年）

1990〜2000 2000〜2015 2015〜2025
寒帯 0.10 0.12 0.13
温帯 0.54 0.59 0.62
亜熱帯 1.09 0.91 0.73
熱帯 15.9 11.9 9.42
合計 17.6 13.6 10.9

気候帯別の森林減少割合（1990-2025年）

※FAO「世界森林資源評価2025（FRA2025）」のデータを基に林野庁作成

パナマのチーク植林地を視察するITTO加盟国の代表者たち（出典：ITTO）
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る
木
材
を
活
用
し
た
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
同
時

に
目
指
す
取
組
で
す
。

2
0
2
5
年
に
は
、
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
了
し
ま
し
た
。
タ
イ
で

は
、
産
学
官
に
よ
る
木
材
利
用
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

お
わ
り
に
：
今
後
の
展
望

林
野
庁
に
よ
る
I
T
T
O
を
通
じ
た
国
際
協
力

は
、
単
な
る
資
金
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
地
の

政
府
や
関
連
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
制
度
づ
く

り
・
市
場
の
整
備
・
人
材
育
成
の
三
つ
の
面
か

ら
、
社
会
実
装
を
具
体
的
に
進
め
る
取
組
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
I
T
T
O
は
多
く
の
国
が

参
加
す
る
政
府
間
組
織
で
あ
る
た
め
、
あ
る
国
で

得
ら
れ
た
成
果
は
、
他
の
国
や
地
域
に
も
共
有
さ

れ
、
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
熱
帯
木
材
の
輸
入

国
で
あ
り
、「
責
任
あ
る
調
達
」を
求
め
ら
れ
る
立

場
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
I
T
T
O
の
よ
う

な
国
際
機
関
と
連
携
し
た
協
力
は
、
日
本
が
果
た

す
べ
き
役
割
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。
林
野
庁
は
今

後
も
、
様
々
な
国
・
地
域
や
国
際
機
関
と
の
協
力

を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
熱
帯
林
経
営
と
木
材
利

用
を
促
進
し
、
生
産
国
と
消
費
国
の
双
方
に
と
っ

て
意
義
の
あ
る
取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

タイ：地元木工業者による家具デザインコンテスト受賞作品の制作（出典：ITTO）

タイ：産学官の20団体による木材利用推進に向けた覚書の締結（出典：ITTO）

インドネシア：木材製品デザインコンテスト（出典：ITTO）　

ク
を
立
ち
上
げ
、
持
続
可
能
な
木
材
製
品
の
生

産
・
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
人
材
育
成

な
ど
が
実
施
さ
れ
、
タ
イ
国
内
に
お
け
る
木
材
の

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
な
が
る
成
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
消
費
者
向
け
の

「
木
の
よ
さ
」に
つ
い
て
の
情
報
発
信
、
木
材
利
用

の
た
め
の
全
国
協
議
会
の
設
立
や
政
策
提
言
を
通

じ
て
、
国
内
市
場
で
の
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の

基
盤
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

※ITTOの活動について、
　より詳しい情報はこちら　
国際熱帯木材機関（ITTO）：林野庁




